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今
後
は
更
に
営
業
的
な
保
証
書
の
発

行
と
フ
ァ
イ
ン
ス
チ
ー
ル
普
及
の
ポ

ス
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
利
用
し
て
営
業

力
を
高
め
、
元
請
的
な
仕
事
を
増
や

し
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。」
と

述
べ
た
。

議
長
に
小
野
寺
常
務
理
事
が
選
出

さ
れ
、
総
代
定
足
数
85
名
中
、
出
席

者
70
名
、
委
任
状
提
出
者
15
名
で
今

総
代
会
は
成
立
す
る
旨
が
報
告
さ
れ

た
。議

事
に
は
次
の
５
議
案
が
上
程
さ

れ
た
が
、
い
ず
れ
も
異
議
や
質
疑
は

無
く
、
全
て
満
場
一
致
の
拍
手
で
承

認
さ
れ
た
。

第
１
号
議
案

平
成
19
年
度
事
業
報
告
書
（
案
）

（
2
頁
へ
つ
づ
く
）

愛
知
県
板
金
工
業
組
合
は
第
43
回

通
常
総
代
会
を
５
月
30
日
㈮
午
後
１

時
よ
り
「
メ
ル
パ
ル
ク
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ｙ

Ａ
」
に
て
開
催
し
た
。

司
会
を
二
村
敏
之
氏（
瑞
穂
支
部
）

が
務
め
、
ま
ず
平
野
常
務
理
事
が
開

会
の
辞
を
述
べ
た
。
続
い
て
19
年
度

中
に
亡
く
な
ら
れ
た
組
合
員
さ
ん
に

対
し
て
黙
祷
が
行
わ
れ
た
。

次
に
齋
藤
理
事
長
が
挨
拶
を
し

「
19
年
度
も
責
任
施
工
保
証
制
度
と

フ
ァ
イ
ン
ス
チ
ー
ル
普
及
事
業
を
重

点
に
組
合
事
業
を
推
し
進
め
て
き
ま

し
た
。
７
つ
の
委
員
会
も
そ
れ
ぞ
れ

に
努
力
し
て
い
た
だ
き
成
果
を
あ
げ

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
し
か
し
、

建
築
基
準
法
の
改
正
と
建
築
資
材
の

高
騰
な
ど
に
よ
り
依
然
と
し
て
我
々

の
業
界
は
厳
し
い
状
態
に
あ
り
ま
す
。

収
支
決
算
書
（
案
）
等

第
２
号
議
案

平
成
20
年
度
事
業
計
画
書
（
案
）

収
支
予
算
書
（
案
）

第
３
号
議
案

借
入
金
最
高
限
度
額
（
案
）

第
４
号
議
案

平
成
19
年
度
全
板
国
保
組
合

収
支
決
算
書
（
案
）

第
５
号
議
案

平
成
19
年
度
労
働
保
険

収
支
決
算
書
（
案
）

次
に
19
年
度
を
以
っ
て
退
任
す
る

２
名
の
理
事
、
小
島
好
廣
氏
（
犬
山

支
部
）
と
倉
地
基
己
氏
（
幡
豆
支
部
）

に
齋
藤
理
事
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
た
。

最
後
に
御
来
賓
の
愛
知
県
産
業
労

働
部
地
域
産
業
課
長
・
出
口
和
光
氏

か
ら
県
知
事
の
祝
辞
、
ま
た
愛
知
県

中
小
企
業
団
体
中
央
会
専
務
理
事
・

石
川
譲
氏
か
ら
も
祝
辞
を
頂
い
た
。

閉
会
の
辞
を
富
本
常
務
理
事
が
述

べ
２
時
30
分
に
閉
会
し
た
。

３
時
よ
り
講
演
会
を
設
け
、
講
師

と
し
て
名
古
屋
市
中
川
区
の
板
金
材

料
の
問
屋
さ
ん
で
あ
る
㈱
山
善
社
長

の
山
田
将
貴
氏
に
「
次
世
代
に
つ
な

ぐ
こ
と
」
と
題
し
て
お
話
願
っ
た
。

山
田
氏
は
幼
少
期
か
ら
59
歳
の
現

在
ま
で
の
生
い
立
ち
を
語
り
な
が
ら
、

そ
の
と
き
ど
き
に
出
会
っ
た
人
と
の

ふ
れ
あ
い
と
想
い
を
述
べ
た
。
又
、

今
後
の
世
の
中
は
ど
の
よ
う
に
変
化

す
る
の
か
と
い
う
事
に
つ
い
て
考
え

第
43
回

　

通
常
総
代
会
を
開
催

第
43
回

　

通
常
総
代
会
を
開
催

愛
知
県
板
金
工
業
組
合

愛
知
県
板
金
工
業
組
合

▲

あ
い
さ
つ
す
る
齋
藤
理
事
長

▲

総
代
会
風
景

▲

退
任
理
事
の

　
　
　

倉
地
基
己
氏
（
手
前
）

　
　
　

小
島
好
廣
氏
（
奥
）

▲

講
演
す
る
山
田
将
貴
氏
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（
1
頁
よ
り
つ
づ
き
）

を
述
べ
た
。
更
に
、
人
は
何
の
た
め

に
生
き
る
の
か
に
つ
い
て
も
話
そ
う

と
さ
れ
た
が
時
間
が
無
く
、
最
後
に

マ
ン
ガ
天
才
バ
カ
ボ
ン
の
言
葉
「
こ

れ
で
い
い
の
だ
」
が
好
き
で
あ
る
と

言
っ
て
閉
じ
ら
れ
た
。

４
時
30
分
か
ら
懇
親
会
に
移
り
、

司
会
者
も
栗
本
政
之
氏（
一
宮
支
部
）

に
交
替
し
た
。
齋
藤
理
事
長
の
挨
拶

に
続
き
、
多
く
の
御
来
賓
の
中
か
ら

愛
知
県
技
能
士
会
連
合
会
理
事
長
・

田
崎
幾
則
氏
と
ク
ボ
タ
松
下
電
工
外

装
㈱
名
古
屋
営
業
所
担
当
課
長
・
和

美
健
氏
に
ご
挨
拶
を
戴
い
た
。
そ
し

て
乾
杯
の
音
頭
を
愛
知
県
亜
鉛
鉄
板

問
屋
会
会
長
・
吉
田
勝
彦
氏
に
と
っ

て
い
た
だ
き
宴
に
入
っ
た
。

間
も
な
く
し
て
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

も
始
ま
り
、
今
回
は
ポ
ッ
プ
ス
グ

ル
ー
プ
「
プ
ラ
イ
ナ
ス
」
の
演
奏
と

歌
で
あ
っ
た
。
若
い
３
人
の
グ
ル
ー

プ
で
あ
る
が
そ
の
メ
ロ
デ
ィ
は
中
年

高
齢
者
に
も
受
け
入
れ
や
す
く
、
ス

テ
ー
ジ
の
周
り
に
は
ケ
イ
タ
イ
カ
メ

ラ
を
手
に
し
た
人
垣
が
出
来
た
。
ち

な
み
に
女
性
ボ
ー
カ
リ
ス
ト
の
マ
ミ

さ
ん
は
講
演
を
し
て
い
た
だ
い
た
山

田
氏
の
お
嬢
さ
ん
で
あ
る
。

宴
も
た
け
な
わ
で
あ
っ
た
が
、
日

新
総
合
建
材
㈱
大
阪
支
店
チ
ー
ム

リ
ー
ダ
ー
黒
川
健
司
氏
が
中
締
め
を

さ
れ
終
宴
と
な
り
、
今
回
の
総
代
会

の
全
て
を
終
了
し
た
。　
　
　

高
橋

愛
板
協
会
の
総
会
が
５
月
25
日
㈰

午
後
３
時
よ
り
南
知
多
温
泉
『
花
の

丸
』
に
て
行
わ
れ
た
。

愛
知
県
板
金
技
能
専
門
校
、
井
藤

校
長
の
開
会
の
言
葉
で
始
ま
り
、
長

谷
川
愛
板
協
会
会
長
の
挨
拶
の
後
、

司
会
者
の
神
谷
昇
理
事
は
議
長
選
出

に
入
り
、
坂
東
理
事
が
選
ば
れ
た
。

総
会
に
移
り
各
議
案
が
石
川
谷
倉
、

安
江
、
恩
田
、
各
常
務
理
事
よ
り
報

告
さ
れ
、
出
席
者
全
員
の
賛
成
に
よ

り
承
認
さ
れ
た
。

来
賓
紹
介
の
後
、
齋
藤
県
板
理
事

長
は
祝
辞
の
中
で
、
今
日
本
の
政
治
、

経
済
は
過
去
に
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
事
態
に
直
面
し
て
い
る
。
与
党
も

野
党
も
相
手
の
非
難
ば
か
り
し
て
い

る
、
又
原
料
高
、
材
料
の
値
上
が
り

も
過
去
に
経
験
が
な
い
、
問
屋
を
た

た
い
て
も
限
度
が
あ
り
、
問
屋
さ
ん

も
精
一
杯
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し

た
状
況
が
ま
だ
続
く
が
皆
様
の
努
力

を
願
い
ま
す
と
述
べ
た
。

続
い
て
村
上
中
部
ダ
ク
ト
工
業
協

同
組
合
理
事
長
は
名
簿
を
見
て
、
懐

か
し
い
名
前
が
並
ん
で
い
る
、
愛
板

協
会
に
は
板
金
業
界
の
子
弟
を
育
て

る
べ
く
今
後
も
努
力
を
し
て
ほ
し
い
。

自
分
の
城
は
自
分
で
守
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
山
あ
り
谷
あ
り
を
超
え

て
努
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
述
べ

た
。
そ
し
て
閉
会
の
言
葉
を
猪
子
副

会
長
が
述
べ
総
会
は
終
わ
っ
た
。

そ
の
後
柳
田
俊
明
先
生
の
講
演
に

移
り
『
労
働
作
業
安
全
』
を
学
ん
だ
。

鹿
島
建
設
の
テ
キ
ス
ト
を
使
い
保
護

具
（
安
全
帯
）
貨
物
自
動
車
（
積
み

下
ろ
し
）
移
動
式
ク
レ
ー
ン
（
ワ
イ

ヤ
ー
ロ
ー
プ
、
ベ
ル
ト
ス
リ
ン
グ
）

墜
落
（
足
場
、
手
摺
り
）
な
ど
の
説

明
が
あ
り
、
又
、
事
業
者
（
社
長
）

労
働
者
（
雇
わ
れ
た
人
）
１
人
親
方

そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
に
つ
い
て
も
説
明

を
受
け
た
。
小
野
寺
名
古
屋
連
合
会

長
は
大
変
よ
い
テ
キ
ス
ト
を
頂
い
た

と
感
謝
し
て
い
た
。
そ
し
て
休
憩
の

後
、
懇
親
会
が
始
ま
っ
た
。
大
い
に

飲
み
、
語
り
、
歌
い
、
終
了
。
一
泊

し
、
朝
食
の
後
解
散
と
な
っ
た
。

章
太
郎
（
緑
支
部
）

第
30
回
通
常
総
会
開
催

第
30
回
通
常
総
会
開
催

愛
知
県
板
金
総
合
職
業
訓
練
協
会

愛
知
県
板
金
総
合
職
業
訓
練
協
会

▲

演
奏
す
る
「
プ
ラ
イ
ナ
ス
」

▲

懇
親
会
風
景

▲
あ
い
さ
つ
す
る
長
谷
川
会
長
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第
60
回
の
節
目
と
な
る
全
国
建
築

板
金
業
者
大
会
が
５
月
16
日
㈮
に
鳥

取
市
で
開
催
さ
れ
、
県
板
コ
ー
ス
で

44
名
、
支
部
独
自
の
コ
ー
ス
で
23
名

が
参
加
し
た
。

県
板
コ
ー
ス
は
バ
ス
一
台
で
15
日

か
ら
17
日
に
か
け
て
２
泊
３
日
の
旅

程
で
行
わ
れ
た
。
三
日
間
と
も
五
月

晴
れ
の
好
天
に
恵
ま
れ
、
又
、
交
通

渋
滞
な
ど
ト
ラ
ブ
ル
も
無
く
順
調
な

旅
で
あ
っ
た
。

初
日
は
早
朝
８
時
に
名
古
屋
を
出

発
し
一
路
鳥
取
県
を
め
ざ
し
た
。
こ

の
日
は
鳥
取
県
中
央
部
に
位
置
す
る

倉
吉
市
内
の
城
下
町
の
面
影
を
残

す
白
壁
土
蔵
群
や
酒
蔵
を
見
学
し

た
。
夕
食
は
東
郷
湖
に
面
し
た
東
郷

温
泉
「
湖
泉
閣　

養
生
館
」
で
取
っ

た
が
、
食
べ
き
れ
な
い
ほ
ど
の
品
数

が
出
さ
れ
た
。
最
後
の
デ
ザ
ー
ト
は

光
る
コ
ー
ス
タ
ー
に
乗
せ
ら
れ
て
出

さ
れ
、
こ
れ
に
は
全
員
が
興
味
津
々
。

添
乗
員
さ
ん
の
計
ら
い
で
こ
の
コ
ー

ス
タ
ー
は
旅
行
の
最
後
に
全
員
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
。
こ
の
夜
は
鳥
取

市
内
の
「
鳥
取
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
」
に

宿
泊
し
た
。

翌
朝
８
時
20
分
に
ホ
テ
ル
を
出
て

大
会
会
場
の
県
立
布
勢
総
合
運
動
公

園
県
民
体
育
館
に
は
30
分
も
掛
ら
ず

に
到
着
し
た
。
会
場
ゲ
ー
ト
前
の
両

側
に
は
鳥
取
県
板
の
皆
さ
ん
が
整
列

し
笑
顔
で
出
迎
え
て
く
だ
さ
り
感
激

し
た
。
３
年
前
の
愛
知
大
会
で
の
歓

迎
方
式
が
今
回
も
引
き
継
が
れ
て
い

て
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
。
又
、
前
夜

祭
に
出
席
の
た
め
別
行
動
で
あ
っ
た

齋
藤
理
事
長
と
青
島
専
務
理
事
も
こ

こ
で
我
々
を
出
迎
え
て
い
た
だ
い
た
。

予
定
通
り
９
時
前
に
入
場
し
た
の

で
、
９
時
か
ら
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を

初
め
て
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
又
、

展
示
会
場
が
ま
だ
ご
っ
た
返
し
て
い

な
か
っ
た
の
で
ゆ
っ
く
り
見
学
で
き

た
。10

時
か
ら
の
式
典
に
は
独
自
コ
ー

ス
の
参
加
者
も
同
じ
席
に
着
い
た
。

組
合
参
加
者
紹
介
に
お
い
て
は
、
ど

の
県
板
も
息
の
合
っ
た
「
オ
ー
」
と

い
う
雄
た
け
び
を
挙
げ
、
壇
上
の
来

賓
に
板
金
組
合
の
団
結
力
と
組
織
力

を
ア
ピ
ー
ル
出
来
た
。
愛
知
県
板
も

バ
ス
の
中
で
雄
た
け
び
の
練
習
を
し

た
甲
斐
も
有
り
、
人
数
以
上
の
存
在

感
を
示
す
事
が
出
来
た
と
思
う
。

各
種
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
愛
知
県

板
か
ら
は
次
の
４
名
が
功
労
章
を
受

賞
さ
れ
た
。

　

松
代　

一
郎
（
西
支
部
）

　

稲
吉　

一
義
（
西
尾
支
部
）

　

竹
内　

廣
幸
（
知
多
支
部
）

　

石
田　

領
治
（
江
南
支
部
）

２
時
に
大
会
会
場
を
後
に
し
、
鳥

取
砂
丘
と
但
馬
大
仏
と
し
て
知
ら
れ

る
長
楽
寺
を
見
学
し
て
か
ら
、
５
時

少
し
前
に
宿
泊
す
る
山
陰
湯
村
温

泉
「
佳
泉
郷
井
づ
つ
や
」
に
入
っ
た
。

こ
こ
は
吉
永
さ
ゆ
り
主
演
の
「
夢
千

代
日
記
」
の
舞
台
と
な
っ
た
所
で
、

あ
ま
り
広
く
は
無
い
が
川
沿
い
で
情

緒
の
有
る
温
泉
地
で
あ
る
。
又
、
こ

の
旅
館
は
天
皇
陛
下
を
は
じ
め
皇
族

の
方
々
も
お
越
し
に
な
っ
た
と
い
う

由
緒
有
る
立
派
な
旅
館
で
あ
っ
た
。

最
終
日
の
17
日
は
但
馬
の
小
京
都

と
呼
ば
れ
る
出
石
町
（
兵
庫
県
豊
岡

市
）
を
訪
れ
た
。
こ
こ
で
は
城
跡
を

回
る
コ
ー
ス
と
古
い
町
並
み
を
回
る

コ
ー
ス
に
別
れ
、
観
光
ガ
イ
ド
の
説

明
を
聞
き
な
が
ら
散
策
し
た
。
初
日

に
訪
れ
た
倉
吉
市
で
も
そ
う
で
あ
っ

た
が
、
歩
道
が
無
い
路
地
を
大
勢
が

ぞ
ろ
ぞ
ろ
歩
き
、
自
動
車
の
通
行
を

邪
魔
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

一
度
も
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
鳴
ら
さ
れ

な
か
っ
た
。
山
陰
の
人
の
お
お
ら
か

さ
を
感
じ
た
。

最
後
に
天
橋
立
に
寄
っ
て
昼
食
を

と
り
帰
路
に
つ
い
た
。

高
橋
（
碧
南
支
部
）

愛
知
県
板
か
ら
67
名
参
加

　
　
　
　
心
か
ら
の
歓
迎
に
感
動

愛
知
県
板
か
ら
67
名
参
加

　
　
　
　
心
か
ら
の
歓
迎
に
感
動

▲

功
労
章
受
賞
者　

　

右
か
ら

　
　

石
田
領
治
氏　
　

稲
吉
一
義
氏

　
　

松
代
一
郎
氏　
　

竹
内
廣
幸
氏

▲ 大会風景

▲ 愛知県板の参加者

▲ 愛知県板 67 名「ウォー」

▲ 鳥取砂丘にて
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５
月
各
支
部
の
動
き

編

集

後

記

千
種
支
部

10
日　

支
部
会	

２
名

・
健
康
診
断
に
つ
い
て
、
他

西
支
部

23
日　

支
部
会	

８
名

中
村
支
部

20
日　

定
例
会	

９
名

昭
和
支
部

８
日　

常
会	

14
名

・
県
板
総
代
会
に
つ
い
て
、
他

瑞
穂
支
部

１
日　

定
例
会	

19
名

熱
田
・
南
支
部

22
日　

定
例
会	

７
名

・
全
板
大
会
報
告
、
他

中
川
・
港
支
部

26
日　

例
会	

17
名

春
日
井
支
部

８
日　

定
例
会	

10
名

津
島
支
部

５
日　

定
例
会

知
多
支
部

12
日　

役
員
会	

23
名

・
県
板
各
種
報
告

・
今
年
度
事
業
に
つ
い
て
、
他

東
三
支
部

21
日　

三
役
会

彼
は
前
半
、
小
・
中
・
高
と
学
校

時
代
の
生
い
立
ち
を
語
り
母
子
家
庭

で
裕
福
で
は
な
か
っ
た
と
の
事
。
私
も

初
め
て
聞
く
話
で
あ
り
、
彼
の
風
貌

や
所
作
か
ら
は
思
い
も
よ
ら
な
か
っ

た
。
こ
こ
ま
で
は
聴
衆
は
話
を
理
解

で
き
た
。

後
半
で
は
彼
が
探
求
し
て
い
る
「
何

の
た
め
に
生
き
る
の
か
」、「
世
の
中
は

ど
う
変
わ
る
の
か
」
に
つ
い
て
語
っ
た
。

し
か
し
、
あ
ま
り
理
解
さ
れ
な
か
っ
た

か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
編
集
後
記
も

そ
う
だ
が
、
当
人
の
こ
と
を
よ
く
知

ら
な
い
と
解
か
り
辛
い
面
が
あ
っ
た
。

最
後
に
、
バ
カ
ボ
ン
の
セ
リ
フ
で
あ

る
「
こ
れ
で
い
い
の
だ
」
が
好
き
だ
と

言
っ
て
結
ん
だ
。
聞
き
手
に
よ
っ
て
感

じ
方
は
様
々
で
あ
ろ
う
が
、
私
に
と
っ

て
は
、
人
生
、
何
事
が
有
ろ
う
と
も

ク
ヨ
ク
ヨ
せ
ず
気
楽
に
生
き
よ
う
ヨ
、

と
言
っ
て
い
る
様
に
思
わ
れ
た
。

彼
を
懇
親
会
の
２
次
会
に
誘
っ
た

ら
二
つ
返
事
で
付
合
っ
て
く
れ
、
も
う

一
人
、
中
川
・
港
支
部
の
飲
み
友
達
、

山
田
さ
ん
と
３
人
で
千
種
駅
前
へ
と

く
り
だ
し
た
。　
　
　
　

高
橋

六
月
二
日
㈪　

小
雨

四
三
八
号　

編
集
会
議

広
報
委
員　

６
名
出
席

午
後
二
時
半
開
会　四

時
四
十
分
閉
会

総
代
会
の
後
で
講
演
が
あ
り
、
山

田
将
貴
さ
ん
の
話
を
聞
い
た
。
彼
と

は
同
年
代
で
あ
り
、
気
心
の
知
れ
た

旧
知
の
友
で
あ
る
。
こ
の
講
演
で
ど

ん
な
話
を
し
て
く
れ
る
の
か
と
い
う

期
待
と
、
う
ま
く
話
せ
る
の
か
な
と

い
う
老
婆
心
も
あ
っ
た
。

知
多
支
部
は
５
月
15
日
㈭
に
半
田

市
に
て
専
門
工
事
業
総
合
補
償
制
度

と
材
料
の
勉
強
会
を
開
い
た
。

午
後
７
時
30
分
か
ら
一
部
、
補
償

制
度
説
明
会
で
は
代
理
店
㈱
損
保

ジ
ャ
パ
ン
の
村
野
さ
ん
と
㈲
サ
ニ
ー

ラ
イ
フ
の
伊
澤
さ
ん
か
ら
説
明
あ
り
、

こ
の
制
度
は
長
期
性
能
、
第
三
者
賠

償
、
業
務
中
傷
害
補
償
制
度
と
あ
り

そ
れ
ぞ
れ
の
特
長
、メ
リ
ッ
ト
、掛
金
、

支
払
保
険
金
を
説
明
し
て
も
ら
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
事
故
、
怪
我
は
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
事
で
は
あ
る
が
、
安
心
を

買
う
と
い
う
意
味
で
皆
そ
れ
ぞ
れ
自

分
自
身
の
体
験
談
の
中
か
ら
補
償
の

対
象
を
詳
し
く
聞
き
終
了
し
た
。

続
い
て
二
部
で
は
日
鉄
住
金
鋼
板

㈱
の
坂
田
さ
ん
と
ビ
ル
ト
マ
テ
リ
ア

ル
㈱
の
鍛
冶
さ
ん
か
ら
新
発
売
の
ニ

ス
ク
カ
ラ
ー
（
遮
熱
、
耐
汚
染
）
と

従
来
品
と
の
試
験
結
果
、
遮
熱
効
果

の
説
明
が
あ
っ
た
。
質
問
で
は
効
果

の
持
続
が
何
年
ぐ
ら
い
な
の
か
、
折

間
で
し
た
。

池
田
商
店
さ
ん
に
は
又
70
周
年
、

100
周
年
と
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

伊
藤
勲
（
中
川
・
港
支
部
）

５
月
31
日
㈯
に
㈱
池
田
商
店
創
業

60
周
年
謝
恩
食
事
会
が
名
鉄
名
古
屋

駅
の
「
名
鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
」
11

階
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昼
前
の
10
時
30
分
頃
11
階
ロ
ビ
ー

に
集
合
、
ロ
ビ
ー
東
側
に
は
去
年
完

成
し
た「
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド
ス
ク
エ
ア
」

と
今
年
オ
ー
プ
ン
し
た
「
ス
パ
イ
ラ

ル
タ
ワ
ー
」
が
見
え
る
。
11
階
の
宴

会
場
で
11
時
か
ら
立
食
パ
ー
テ
ィ
形

式
で
食
事
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
㈱

池
田
商
店
の
社
長
は
じ
め
社
員
、
板

金
業
者
、
メ
ー
カ
ー
の
方
多
数
が
参

加
し
、
会
場
中
央
に
は
氷
で
馬
と
魚

の
彫
刻
が
飾
ら
れ
て
お
り
、
洋
食
、

寿
司
、
う
ど
ん
、
和
食
、
ま
た
飲
み

物
も
多
く
食
べ
き
れ
な
い
ほ
ど
出
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
を

ま
じ
え
て
、
あ
っ
と
い
う
間
の
２
時

り
曲
げ
加
工
し
た
ら
10
年
保
証
適
応

な
の
か
、
ま
た
要
望
と
し
て
お
施
主

さ
ん
、
元
請
さ
ん
に
も
分
か
り
易
い

材
料
カ
タ
ロ
グ
に
し
て
欲
し
い
と
お

願
い
し
た
。
途
中
質
問
責
め
で
若
干

メ
ー
カ
ー
さ
ん
が
困
っ
た
顔
に
な
り
、

い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
で
て
勉
強
会
は

終
了
し
た
。

近
藤
（
知
多
支
部
）

勉
強
会
開
催

勉
強
会
開
催

知
多
支
部
青
年
部

知
多
支
部
青
年
部

創
業
60
周
年
謝
恩
食
事
会

創
業
60
周
年
謝
恩
食
事
会

株
式
会
社
池
田
商
店

株
式
会
社
池
田
商
店

▲ 勉強会風景


